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第 374回狛江市行財政改革推進本部会議会議録 

 

１ 日 時  令和３年６月２日（水）午前９時 26分～９時 42分 

２ 場 所  市長公室 

３ 出席者  本部長 松原市長        副本部長 平林副市長 

副本部長 柏原教育長       本部員 髙橋企画財政部長 

       本部員 石橋総務部長      本部員 鈴木市民生活部長 

       本部員 小川福祉保健部長    本部員 片岡子ども家庭部長 

本部員 門井環境部長      本部員 小俣都市建設部長 

本部員 小川議会事務局長    本部員 上田教育部長 

事務局 冨田政策室長      五十嶺企画調整担当主任 

 

４ 欠席者   

５ 議 題    １．外部評価について 

２．その他 

６ 会議概要 

本 部 長 それでは，議題１「外部評価について」説明をお願いする。 

事 務 局 まず，資料１「外部評価について」に沿って説明する。 

令和３年度からの外部評価については，令和２年９月９日の行財政改革推進本

部会議にて，一部整理をしたが，具体的な進め方について説明する。 

これまでの外部評価は，狛江市後期基本計画について狛江市外部評価委員会が，

総合戦略について狛江市総合戦略推進委員会が，それぞれの計画の進捗管理を行

ってきた。 

令和２年度を始期とする狛江市前期基本計画（以下 

，「前期基本計画」という。）は，狛江市第２期総合戦略の役割を兼ねて策定し

ていることから，評価機関である狛江市外部評価委員会及び狛江市総合戦略推進

委員会の２つの委員会を統合し，前期基本計画の推進及び進捗管理に関すること

を所掌する狛江市基本計画推進委員会（以下，「推進委員会」という。）を新たに

設置し，令和３年度からの外部評価については，推進委員会が担うこととする。 

資料１の１ページの令和３年度からの外部評価の考え方については，狛江市第

６次行財政改革推進計画に示されている，客観的データに基づく総合的な視点か

ら評価方法を確立し，実効性のある見直し・改善となるよう，適切な行政評価を

推進するとともに，検証結果を確実に施策・事務事業へ反映を基本的な考え方と

して，施策評価の視点を導入することとする。 

資料１の２ページの令和３年度からの外部評価の評価項目については，前期基

本計画に掲げられた重点化した方向性とする。前期基本計画は，狛江市第４次基

本構想に基づく８つのまちの姿の実現のため，30の施策と施策を推進するために
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101 の方向性を定めており，そのうち，重要な政策課題に効率的かつ効果的に取

り組むものとして，37 の重点化した方向性を設定している。この 37 の重点化し

た方向性のうち，「まちの姿８ 持続可能な自治体経営」を除いた，35 の重点化

した方向性を外部評価の対象として，評価項目に設定する。 

外部評価の実施機関である推進委員会にて，評価項目である重点化した方向性

を，「①市民アンケートを活用した前期基本計画に掲げた施策に対する満足度・期

待値の確認」，「②狛江市前期基本計画推進プランの進捗状況報告書の確認」，「③ 

前期基本計画に掲げた施策指標の数値の確認」の３点を中心に確認し，毎年度４

～５施策を選定する。 

選定された重点化した方向性については，施策の推進に係る取組内容を中心に，

施策評価シートを作成する。作成した施策評価シートを用いて施策に関連する事

業の取組内容，取組の成果，指標及び決算額の確認を行い，資料に記載されてい

る「①市民参加・市民協働の視点」，「②狛江らしさの視点」，「③経営的な視点」

及び「④ＳＤＧｓの視点」の４点をもって外部評価を行う。 

評価を実施した施策の方向性については，施策評価シート及び委員会からの提

言をもって，報告書を作成し，予算編成前に市長へ提出する。また，報告書に記

載された提言に対する対応方針を付した報告書を予算編成後に作成し，公表する

こととする。 

行政評価のスケジュールについては，外部評価の実施機関である推進委員会の

第１回目の会議を，６月の中旬から実施し，９月を目途に終了する予定としてい

たが，緊急事態宣言が延長したことに伴い，スケジュールについても，後ろ倒し

にし，９月末を目途に終了するよう，予定している。 

資料の説明は以上となるが，行政改革推進本部会議にて，本議題について了承

いただけたら，外部評価実施機関である推進委員会へ評価方法等について説明し，

評価を実施したい。 

本 部 長 何か質問・意見はあるか。 

副本部長 評価の視点で４点が挙げられているが，施策評価シートを見る限り，①市民参

加・市民協働の視点，②狛江らしさの視点を，それぞれどのように判断するかと

いう項目が見当たらないが，認識を伺う。 

事 務 局 評価シートの総括の中で，市民参加と市民協働の視点でどういった取組を実施

したか，狛江らしさとしてどういったことが挙げられるかを記載してもらうこと

を想定している。 

本 部 長 特に意見等がなければ，行財政改革推進本部会議として了承するということで

よろしいか。 

行財政改革推進本部会議として了承することとし，第 374 回狛江市行財政改革

推進本部会議を終了する。 


